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第３章 中部圏の目指すべき将来像

（１） 防災・減災、国土強靭化
【南海トラフ地震への備え】
【地域づくりと連携した流域治水による災害対応】

《 南海トラフ地震対策中部圏戦略会議、流域治水プロジェクト 》

（２） スタートアップ
【世界から人を惹き付けるスタートアップ企業の集積・創出】
【スタートアップ企業・人材を惹き付ける環境、仕組みづくり】

《 ナゴヤ イノベーターズ ガレージ 》

（３） 観光
【地域資源を活かし、地域の個性を継承】
【アート、食文化等を活かした観光需要の拡大】

《 観光ビジョン推進ブロック戦略会議 》

（４） カーボンニュートラル
【すべての産業が一体となったカーボンニュートラルへの転換】

《 カーボンニュートラルポート形成 》

（１） ＱＯＬを高める（人）

【人を惹き付け、選ばれる地域】
【生活を楽しくする自然、歴史・文化、芸術等の魅力を感じることができる地域】
【人が豊かに過ごせる地域を参加型でデザイン】
【子供が生まれ、女性、若者、高齢者、外国人等様々な人材が活躍・共生できる

地域】
【中山間地域等における自立分散・循環社会の実現】
【激甚化する自然災害に対応する防災・減災、国土強靭化の推進】

第４章 将来像の実現に向けて

◇豊かな自然、固有の歴史・文化、ものづくりをはじめとした多様な産業を
有する中部圏の各地域が個性を磨き、世界から人材が集まり、すべての
人が活躍できるQOLの高い魅力的な地域をつくる。

※ QOL (Quality of life) ： 地域と生活に対する個人の満足度

◇美しい自然を維持しながら、産学官の連携のもと、我が国の社会・経済を
支えてきた中部圏の特性を活かし、世界的課題に挑み、新たな産業を
育み、持続的に成長する地域をつくる。

◇交通・情報通信ネットワークを拡充し、中部圏内の多様な地域が補完・連携
して、中部圏が一体となって成長し、首都圏・近畿圏とともに我が国の
社会・経済をけん引し、世界の拠点としての機能を果たす。

◇中部圏の目指すべき将来像の実現に向けて、各地域で様々な
主体が連携して取り組みを進める。

◇特に、中部圏全体に及ぶ広域的かつ重要な課題については、
組織や分野の垣根を越えた強固な連携によって各種施策を
効率的かつ効果的に進める必要があり、重点連携プロジェクト
と位置付け、中部圏が一体となって取り組みを加速する。

（２） 世界的課題にチャレンジし成長する（産業）

【世界的課題にチャレンジする地域】
【クリエイティブな仕事、イノベーションがうまれる地域】

（３） 個性を磨き助け合う（地域）

【ネットワークの活用で、一体となって成長し、隅々まで豊かさを供給】
【我が国の社会経済をけん引するスーパー・メガリージョン】
【強靭なネットワークの維持・確保】

（５） ネットワーク
【人、モノ、情報をつなぐ高度な都市機能の強化・維持】
【先進的モビリティの活用】
【リニアを活かす、関係人口の拡大】

《 リニア、セントレア、東海環状自動車道等の活用 》

第１章 社会経済情勢の変化

１．社会全般の変化

（１）人口減少・少子高齢化の進行、在留
外国人数の増加

（２）デジタル社会の急速な進展
（３）カーボンニュートラルへの対応
（４）東京一極集中の継続

２．生活の変化

（１）働き方の変化
（２）ライフスタイルの変化

３．産業の変化

（１）新興国の成長による国際競争の激化
（２）労働や産業の質の変化

４．災害リスクの変化

（１）南海トラフ地震の切迫
（２）洪水・土砂災害の激甚化・頻発化
（３）インフラの老朽化

第２章 中部圏の主な特徴

１．中部圏の強み

（１）日本のまんなか
（２）充実した交通インフラ・ネットワーク
（３）豊かな自然環境
（４）固有の歴史・文化
（５）経済と食を支える基盤産業
（６）ゆとりある生活環境

２．中部圏の課題

（１）災害リスク
（２）若者・女性への訴求力

中部圏長期ビジョン ［全体構成］


